
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

草の根技術協力事業（草の根パートナー型）                    

「カンボジア国コンポンチャム州における持続可能な農業生産環境の構築」                    カンボジア国

JICA 草の根技術協力事業 国内報告会 
～聴いて！観て！考える！国際協力～ 

カンボジア国コンポンチャム州の農村域では、2000 年代以
降化学肥料や農薬に依存した商業的単一作目栽培に変化して
おり、土壌・水の環境劣化とともに、高騰する農業資材費が
農家の貧困に拍車をかけています。 

そこで東京農業大学と特定非営利活動法人環境修復保全機
構では、2011 年より共同企業体を形成して、カンボジア国コ
ンポンチャム州において、持続可能な農業生産環境の構築を
目指した草の根活動を展開しています。 

国内報告会では、2011 年度の活動報告を通して、持続可能
な農業生産環境の構築を目指した事業の意義について論議を
深めていきたいと考えています。皆様にとって大学における
国際協力の在り方について学び、考える機会となれば幸いで
す。皆様のご参加をお待ち申し上げております。 

【報告会内容（予定）】 

・JICA における草の根技術協力事業の主旨と取り組み 

・草の根技術協力事業の活動報告 

「カンボジア国コンポンチャム州における持続可能な農業生産環境の構築」 

・座談会 

パネリスト：藤本彰三（東京農業大学教授）、板垣啓四郎（東京農業大学教授）、 

三原真智人（東京農業大学教授） 

司会：志和地弘信（東京農業大学教授/東京農業大学国際協力センター長） 

1) 日本およびアジアにおける有機農業の可能性（藤本彰三） 

2) アジア食料生産基地としてのカンボジア国が果たす役割（板垣啓四郎） 

3) ESD における食農環境教育の重要性（三原真智人） 

開催日：2012 年 6 月 14 日 （木曜日） 

時間：14:40 - 16:10 （4 時間目） 

場所：東京農業大学 世田谷キャンパス １号館 １１３教室 

参加者：学生および一般の方で、国際協力に興味のある方 

（約 100 名程度、先着順とさせていただきます） 

締切：6 月 8 日（金）（必着） 

お申込み方法：ご氏名とご所属（学生は学年）を記載の上、 

E メールを送付下さい。 

実施者 
 

東京農業大学 国際協力センター 
特定非営利活動法人 環境修復保全機構 
(http://www.erecon.jp) 

お問い合わせ・申込先

 

特定非営利活動法人 環境修復保全機構 (ERECON) 
住所  ：〒195-0064 東京町田市小野路町 2987-1 
Tel  ：042-736-8972 Fax：042-736-8972 
E-mail：hq-erecon@nifty.com 
担当者：藤平・石山 


